
特
集
・
市
民
の
食
料
と
食
生
活
⑥

牛
肉
の
流
通
と
牛
の
飼
育
・
販
売

竹
井
二
三
子

一
―
　
　
な
ぜ
牛
肉
は
食
卓
に

　
　
　
　
の
ら
な
い
か

①
―
牛
肉
の
生
産
、
流
通
、
消
費
が
、
近
代
化

　
　
か
ら
と
り
残
さ
れ
て
高
値
を
よ
ん
で
い
る

　
牛
肉
と
言
え
ば
す
き
や
き
。
家
族
や
友
人
、

知
人
が
、
一
つ
の
鍋
を
か
こ
ん
で
食
べ
る
す
き

焼
は
、
日
本
的
料
理
の
代
表
的
な
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
外
で
食
べ
れ
ば
一
人
前
五
千
円
、

家
庭
で
食
べ
て
も
材
料
費
で
一
人
前
千
円
も
か

か
る
の
で
は
、
た
び
た
び
ロ
に
す
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
困
っ
た
こ
と
に
、
年
々
牛
肉
価
格

は
上
昇
し
て
い
る
（
図
―
１
）
。
す
き
焼
用
の

牛
肉
を
指
向
す
る
限
り
、
と
う
て
い
、
毎
日
の

お
か
ず
に
は
な
ら
ず
、
牛
肉
は
庶
民
の
食
物
で

は
な
い
。

　
し
か
し
そ
れ
で
す
ま
さ
れ
る
問
題
で
は
な

く
、
消
費
者
は
安
い
牛
肉
が
食
べ
た
い
の
で
あ

る
。
物
の
高
い
の
は
、
ど
の
商
品
で
も
、
生

図一１　牛肉価格の推移

産
、
流
通
、
消
費
と
各
部
門
に
問
題
が
あ
る
の

だ
が
、
牛
肉
に
つ
い
て
も
、
こ
の
面
か
ら
消
費

者
の
目
で
問
題
を
さ
ぐ
る
こ
と
に
す
る
。

②
―
生
産
面
か
ら

　
農
家
の
飼
育
の
実
態
を
見
て
も
、
一
農
家
の

飼
育
数
は
、
平
均
で
一
戸
当
り
わ
ず
か
四
・
七

図一２　農家当たりの飼育頭数

一
―
な
ぜ
牛
肉
は
食
卓
に
の
ら
な
い
か

二
―
牛
肉
の
消
費
の
実
態

三
―
下
馬
生
協
で
牛
を
飼
育
す
る

　
　
　
こ
と
に
な
っ
た
経
過

四
―
短
角
牛
飼
育
の
実
態
と
消
費

五
―
牛
肉
の
産
直
と
消
費

六
―
国
産
和
牛
振
興
の
た
め
に

頭
に
す
ぎ
な
い
（
五
十
二
年
）
（
図
―
２
）
。
こ
れ

で
は
安
い
牛
肉
が
生
産
で
き
る
わ
け
が
な
い
。

豚
や
鶏
の
飼
育
方
法
が
、
急
速
に
多
頭
飼
育
で

生
産
性
が
向
上
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ

牛
だ
け
が
取
残
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
に
掲

げ
る
原
因
は
、
生
産
に
は
素
人
の
消
費
者
が
考

え
た
こ
と
な
の
で
、
見
当
限
ず
れ
で
あ
れ
ば
お

許
し
い
た
だ
き
た
い
。

①
必
要
と
す
る
資
本
が
大
き
い
こ
と
―
(
イ
)
子

　
牛
が
高
い
こ
と
。
(
ロ
)
成
長
ま
で
に
年
月
を
要

　
す
る
こ
と
。
(
ハ
)
飼
料
費
や
労
働
費
の
回
収
に

　
時
間
が
か
か
り
、
資
金
コ
ス
ト
が
高
く
つ
く

　
こ
と
。
(
ニ
)
牧
場
が
少
な
く
、
草
地
の
手
当
が

　
悪
く
、
放
牧
が
で
き
ず
、
畜
舎
に
資
金
が
か

　
か
る
こ
と
。

②
放
牧
に
強
い
牛
の
品
種
の
選
定
や
、
飼
育
技
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①
―
月
一
～
二
回
、
二
～
三
〇
〇
ｇ

　
食
生
活
の
中
で
、
動
物
蛋
白
（
魚
お
よ
び
肉
）

に
か
け
ら
れ
る
金
額
は
、
百
ｇ
二
〇
〇
円
ま
で

で
、
そ
の
範
囲
で
買
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、

日
常
生
活
の
お
か
ず
の
材
料
に
な
。
ら
な
い
。
一

日
一
人
当
り
の
食
費
六
〇
〇
円
と
し
て
、
魚
と

肉
の
必
要
量
（
一
三
〇
ｇ
）
摂
取
す
る
に
は
、

二
―
牛
肉
の
消
費
の
実
態

③
―
消
費
面
か
ら

　
消
費
面
か
ら
み
て
も
、
動
物
蛋
白
源
と
な
る

も
の
は
、
魚
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
と
、
豚
肉
や

プ
ロ
イ
ラ
ー
の
飼
育
技
術
が
向
上
し
て
、
品
物

が
豊
富
で
価
格
も
比
較
的
安
い
の
で
、
高
い
牛

肉
に
は
手
が
出
な
く
て
も
何
と
か
日
常
生
活
に

は
こ
と
欠
か
な
い
状
態
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ

れ
に
加
え
て
、
食
品
加
工
産
業
の
著
し
い
発
達

で
、
″
お
か
ず
″
に
は
不
自
由
し
な
く
な
っ
た

こ
と
も
原
因
に
加
お
っ
た
。
し
か
も
主
な
原
因

は
、
牛
肉
そ
の
も
の
が
高
値
で
あ
る
こ
と
、
こ

れ
が
決
定
的
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
。

　
術
の
研
究
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
。

③
市
場
の
格
付
や
価
格
の
決
定
が
、
生
産
費
の

　
保
証
に
結
び
つ
か
な
い
こ
と
。

④
牛
肉
の
消
費
が
一
般
大
衆
化
し
て
い
な
い
こ

　
と
。
一
言
で
言
え
ば
、
生
産
、
流
通
、
消
費

　
の
各
分
野
に
お
い
て
、
近
代
化
の
努
力
が
た

　
ち
遅
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

二
五
〇
円
、
ｇ
単
価
二
〇
〇
円
ま
で
、
が
限
界

と
な
る
　
（
表
―
１
）
。
牛
肉
で
一
〇
〇
ｇ
二
〇

〇
円
以
下
で
買
え
る
も
の
は
、
輸
入
牛
と
挽
肉

く
ら
い
の
も
の
で
あ
る
。
消
費
者
の
買
物
も
、

少
量
ず
つ
、
そ
の
日
買
い
と
で
も
い
う
か
、
毎

日
、
変
っ
た
も
の
を
少
し
ず
つ
買
っ
て
食
べ
た

い
習
慣
が
あ
る
。
限
定
さ
れ
た
予
算
の
中
で
、

変
化
第
一
主
義
と
な
っ
て
い
る
。
牛
肉
の
購
入

回
数
は
、
月
一
回
か
二
回
と
い
う
の
が
、
圧
倒

的
に
多
い
（
表
！
２
）
。
一
度
に
買
う
量
は
、
わ

ず
か
二
〇
〇
ｇ
か
ら
三
〇
〇
ｇ
く
ら
い
で
あ
る

　
（
表
―
３
）
。
単
価
は
三
五
〇
円
以
上
の
牛
肉
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表－１　栄養献立の型紙

例Ⅰ 例Ⅱ

（注）1人1 日550円以内で，必要摂取量の分量にあわせて，献立の基本をつくった。

　　52年６月の生協価格。調味料が入ると550円くらいになる。



は
買
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
表
―
４
）
。

《
牛
肉
の
消
費
の
実
態
》

・
月
平
均
購
入
回
数

　
一
回
か
ら
二
回
　
五
一
・
六
％

・
一
回
当
り
の
購
入
量

　
月
一
回
の
購
入
者

　
　
二
〇
〇
ｇ
―
三
〇
・
五
％
　
合
計

　
　
三
〇
〇
ｇ
―
三
〇
・
五
％

」
　
　
六
一
％

　
月
二
回
の
購
入
者

　
　
二
〇
〇
ｇ
―
三
一
・
九
％
　
合
計

　
　
三
〇
〇
ｇ
―
三
九
・
五
％
　
七
一
・
四
％

　
月
の
購
入
回
数
と
関
係
な
く
、
二
回
の
購
入

量
は
、
二
〇
〇
ｇ
か
ら
三
〇
〇
ｇ
が
六
五
％
を

占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

・
購
入
単
循
（
一
○
〇
ｇ
）

　
　
二
〇
〇
円
以
下
―
三
六
・
八
％
　
合
計

　
　
三
五
〇
円
以
下
―
四
一
・
二
％
　
七
八
％

　
昨
年
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
酪
農
と
畜
産

の
視
察
を
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
が
、
町
の
小

さ
な
肉
屋
で
も
キ
ロ
単
位
で
売
買
さ
れ
て
い
る

の
と
は
、
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
日
本
の
よ
う

に
薄
く
ス
ラ
イ
ス
し
て
、
芸
術
品
の
よ
う
に
並

べ
て
売
っ
て
い
た
の
で
は
、
高
く
つ
く
の
も
当

然
で
あ
る
。

三
―
　
　
下
馬
生
協
で
牛
を
飼
育
す
る

　
　
　
　
こ
と
に
な
っ
た
経
過

①
―
生
産
費
を
抑
え
る
た
め
放
牧
に
強
い

　
　
短
角
牛
に
目
を
つ
け
る

　
昭
和
五
十
一
年
の
春
、
下
馬
生
協
に
五
島
和

七
さ
ん
と
い
う
人
が
た
ず
ね
て
来
た
。
豚
肉
と

同
じ
価
格
で
牛
肉
が
食
べ
ら
れ
る
が
、
買
っ
て

み
な
い
か
と
い
う
話
で
あ
っ
た
。
説
明
を
き
い

て
い
る
う
ち
に
、
な
る
ほ
ど
と
思
っ
た
。
放
牧

に
強
い
日
本
短
角
種
を
山
林
で
育
て
る
の
だ
と

い
う
。
子
牛
は
山
の
中
で
ひ
と
り
で
生
ま
れ

る
。
穀
物
を
あ
ま
り
食
べ
さ
せ
ず
に
、
草
や
サ

サ
を
食
べ
て
育
つ
と
い
う
の
で
あ
る
。
市
場
で

は
、
サ
シ
の
入
ら
な
い
赤
肉
の
こ
の
種
の
牛

（Ｎ＝878）単位％

②
―
流
通
機
構
の
問
題

　
複
雑
な
流
通
機
構
が
小
売
価
格
を
高
く
し
て

い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
今
回
は
流
通

機
構
の
面
に
触
れ
る
こ
と
を
や
め
、
生
産
と
消

費
の
面
か
ら
報
告
す
る
こ
と
に
し
た
。

表－2　牛肉の月平均購入回数

は
、
買
い
た
た
か
れ
る
の

で
、
直
接
消
費
者
に
安
く
提

供
し
た
い
と
考
え
、
研
究
と

実
験
を
続
け
て
い
る
と
い
う

五
島
さ
ん
の
話
を
き
い
て
、

も
っ
と
も
だ
と
思
っ
た
。
早

速
、
五
島
さ
ん
が
実
験
的
に

飼
っ
て
い
る
短
角
牛
を
一
頭

購
入
し
て
、
試
食
す
る
こ
と

に
し
た
。
枝
肉
で
一
キ
ロ

一
、
四
〇
〇
円
で
買
う
こ
と

に
な
っ
た
。
仙
台
の
屠
場
で

屠
殺
し
、
下
馬
生
協
へ
直

送
、
職
員
の
手
で
処
理
し
原

価
計
算
を
し
た
結
果
、
生
協

の
経
費
を
含
め
て
も
、
一
〇
〇
ｇ
二
五
〇
円
で

食
べ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

　
ヒ
レ
を
除
き
、
全
部
合
わ
せ
切
り
で
、
一
パ

ッ
ク
四
〇
〇
ｇ
、
一
、
〇
〇
〇
円
均
一
で
、
作

業
を
単
純
化
し
て
供
給
し
、
消
費
者
側
で
家
族

人
数
に
応
じ
て
、
保
存
、
料
理
方
法
の
工
夫
を

お
願
い
す
る
こ
と
に
し
た
。
購
入
希
望
者
が
多

く
、
事
前
に
購
買
券
を
発
行
し
班
に
割
当
て
を

（N＝878）単位％月平均購入回数別にみた牛肉の１回当りの購入量表－3

行
っ
た
。
食
べ
た
人
は
、
昔
食
べ
た
牛
肉
の
味

だ
と
大
好
評
で
あ
っ
た
。

　
下
馬
生
協
で
子
牛
を
買
う
こ
と
を
決
定
し
た

の
が
、
五
十
一
年
の
総
代
会
で
あ
る
。
出
資
配

当
分
で
子
牛
を
飼
っ
て
、
実
験
事
業
を
す
る
こ

と
に
決
定
し
た
。
農
家
の
都
合
で
、
親
子
の
牛

を
三
〇
万
円
で
買
う
こ
と
に
き
ま
り
、
一
五
対

を
購
入
し
、
宮
城
県
の
河
北
町
の
町
営
牧
場
に

飼
育
の
委
託
を
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。
そ

（N＝878）単位％表－A　牛肉の購入単価（100^当り）

の
後
、
河
北
町
の
牧
場

か
ら
金
成
町
の
牧
場

へ
、
そ
し
て
今
は
、
鳴

瀬
町
に
あ
る
五
島
牧
場

へ
（
五
月
～
十
一
月
ま

で
、
福
島
県
の
飯
舘
村

の
村
営
牧
場
へ
放
牧
」

と
い
う
具
合
に
、
お
世

話
く
だ
さ
る
先
を
転
々

と
移
し
て
い
る
。
ま
た

冬
場
は
ど
う
し
て
も
牧

草
が
不
足
す
る
の
で
、

飼
料
を
補
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
飼
料
代
を

安
く
あ
げ
る
た
め
に
、

配
合
飼
料
を
使
う
の
を

避
け
、
単
品
で
自
家
配

合
を
す
る
こ
と
に
な

り
、
飼
料
会
社
（
生
協

と
米
の
取
引
の
あ
る
会

社
）
に
お
願
い
し
て
、
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貨
車
で
現
地
に
輸
送
を
行
っ
て
い
る
。

　
牛
の
数
は
、
五
十
二
年
も
五
十
一
年
に
引
続

き
同
じ
く
三
〇
頭
購
入
、
五
十
三
年
は
三
頭
の

購
入
に
と
ど
ま
り
、
三
年
間
で
六
三
頭
の
素
牛

を
購
入
し
た
。
モ
の
間
、
一
頭
の
子
牛
が
生
ま

れ
た
が
、
現
在
の
残
数
二
七
頭
。
三
七
頭
は
既
に

組
合
員
の
胃
袋
の
中
に
納
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
私
た
ち
は
、
日
本
短
角
種
を
飼
育
す
る
こ
と

で
、
和
牛
の
生
産
、
流
通
、
政
府
の
畜
産
行
政

の
こ
と
な
ど
、
数
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
。

②
―
日
本
短
角
種
の
牛
肉
の
流
通
は
な
く
、

　
　
枝
肉
の
評
価
は
ひ
く
い

　
今
、
市
場
に
出
廻
っ
て
い
る
国
内
産
牛
肉
の

大
部
分
が
、
乳
牛
の
雄
を
肥
育
し
た
も
の
と
聞

い
て
驚
い
た
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
消
費
者
が

牛
肉
を
買
う
場
合
、
素
牛
の
種
類
を
知
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
近
江
牛
や
松
阪
肉
と
呼
ば
れ
て

い
て
も
、
牛
の
種
類
で
は
な
い
。
黒
毛
和
種
と

い
う
品
種
が
貴
重
が
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
知
っ

た
。
五
島
さ
ん
は
、
市
場
に
出
れ
ば
安
く
た
た

か
れ
、
ひ
の
目
を
み
て
い
な
い
日
本
短
角
種
に

目
を
つ
け
た
わ
け
で
あ
る
。

　
こ
の
牛
は
、
岩
手
県
を
中
心
に
、
青
森
県
、

秋
田
県
お
よ
び
北
海
道
に
、
約
四
万
頭
い
る

が
、
黒
毛
和
種
の
子
牛
価
格
が
二
五
万
円
以
上

も
す
る
の
に
、
短
角
の
子
牛
は
そ
の
半
額
以
下

で
あ
る
。
肥
育
牛
一
頭
の
生
産
費
に
大
き
な
ウ

ェ
イ
ト
を
占
め
る
素
牛
の
価
格
が
安
け
れ
ば
、

そ
の
分
、
生
産
費
が
安
く
あ
が
る
わ
け
で
、
こ

の
違
い
は
、
一
頭
の
正
肉
を
二
〇
〇
キ
ロ
と
計

算
し
て
も
、
一
〇
〇
ｇ
六
〇
円
以
上
の
違
い
と

な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。
五
十
一
年
、
五
十
二
年

は
親
牛
と
子
牛
で
三
〇
万
円
で
買
う
こ
と
が
で

き
た
。
素
牛
が
安
く
手
に
入
っ
た
の
が
、
安
い

牛
肉
を
食
べ
る
き
め
て
で
あ
っ
た
。

　
短
角
種
の
子
牛
の
生
産
費
は
、
黒
毛
和
種
に

比
べ
て
大
幅
に
安
い
の
で
、
少
し
価
格
が
よ
く

な
れ
ば
増
産
間
違
い
な
し
と
い
う
と
こ
ろ
だ

が
、
短
角
の
子
牛
価
格
は
停
滞
し
て
い
た
た
め
、

日
本
短
角
種
の
衰
退
が
心
配
さ
れ
る
よ
う
な
状

況
で
あ
っ
た
。
一
方
。
小
売
市
場
は
牛
の
種
類

と
は
あ
ま
り
関
係
な
く
等
級
格
付
が
行
わ
れ
る

た
め
、
赤
肉
の
短
角
は
不
利
で
あ
る
。
五
十
一

年
は
。
ち
ょ
う
ど
輸
入
牛
肉
が
大
量
に
市
場
に

出
ま
わ
っ
た
。
消
費
者
は
安
い
牛
肉
が
食
べ
ら

れ
る
の
で
、
大
喜
び
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

状
況
は
、
日
本
短
角
の
生
産
者
を
い
や
が
う
え

に
も
苦
し
め
た
。
下
馬
生
協
が
素
牛
を
買
っ
て

飼
育
を
始
め
た
の
は
こ
の
時
機
で
あ
っ
た
。

四

短
角
牛
飼
育
の
実
態
と
消
費

　
料
の
節
約
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
（
表
―
５

　
の
注
参
照
）
。

・
受
胎
率
が
よ
い
。

・
死
亡
率
が
低
い
。

　
以
上
の
よ
う
な
経
済
性
を
持
ち
な
が
ら
、
な

ぜ
普
及
し
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
考
え
ら
れ
る

大
き
な
原
因
は
、
同
じ
畜
産
物
で
価
格
の
安
さ

を
追
求
す
る
場
合
に
は
、
豚
肉
と
鶏
肉
が
競
合

相
手
と
な
る
。
飼
料
効
率
、
生
産
率
な
ど
か
ら

み
れ
ば
、
短
角
と
い
え
ど
も
勝
つ
こ
と
は
で
き

な
い
。
豚
肉
や
鶏
肉
の
味
の
違
い
を
強
調
し
牛

肉
ら
し
さ
を
売
物
に
す
る
に
は
、
価
格
の
安
さ

よ
り
味
を
追
求
し
、
安
い
肉
が
ほ
し
け
れ
ば
豚

と
鶏
と
い
う
結
果
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
牛
肉
と
い
え

ば
す
き
焼
、
す
き
焼
に
は
霜
ふ
り
肉
だ
と
い
う

神
話
（
消
費
者
は
、
霜
ふ
り
嗜
好
だ
と
言
わ
れ

て
い
る
）
を
否
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
た
。

　
ど
ん
な
に
美
味
し
く
て
も
、
一
〇
〇
ｇ
八
百

円
も
千
円
も
す
る
肉
で
は
、
毎
日
の
お
か
ず
に

買
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
〇
〇
ｇ
二
百
円
か

二
五
〇
円
、
豚
肉
と
同
じ
く
ら
い
の
価
格
で
食

べ
ら
れ
る
牛
で
あ
れ
ば
、
短
角
で
も
充
分
あ
り

が
た
い
牛
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

②
―
飼
育
に
は
苦
労
が
あ
っ
た

　
一
年
目
は
金
成
町
営
牧
場
に
預
か
っ
て
い
た

だ
い
た
。
夏
期
は
よ
い
と
し
て
も
、
冬
期
の
放

牧
の
世
話
は
大
変
だ
っ
た
と
思
う
。
牧
場
は
、

草
が
冬
枯
れ
、
畜
舎
も
な
い
ま
ま
、
飼
料
を
補

い
な
が
ら
の
肥
育
で
あ
る
。
知
ら
ぬ
が
仏
と
か

言
う
よ
う
に
、
私
た
ち
は
牧
場
の
職
員
の
苦
労

や
努
力
が
、
後
に
な
っ
て
だ
ん
だ
ん
わ
か
っ
て

き
た
始
末
で
あ
る
。

同一体重（500㎏）に至る肥育性比較表－５
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①
―
放
牧
に
強
く
、
増
体
量
も
よ
く
、
経
済
性
の

　
　
大
き
な
短
角
に
目
を
つ
け
、
安
い
牛
肉
を

　
《
日
本
短
角
種
に
つ
い
て
の
経
済
性
》

　
・
肥
育
日
数
が
少
な
く
、
一
日
当
り
の
増
体
量

　
が
よ
く
、
飼
料
効
率
が
よ
い
（
表
―
５
）
。

　
黒
毛
の
八
六
・
七
四
％
よ
り
、
一
三
％
の
飼



③
―
自
己
処
理
で
流
通
経
費
の
節
減
を
、

　
　
　
原
価
計
算
で
納
得
で
き
る
価
格

　
　
五
十
二
年
の
正
月
を
、
牛
た
ち
は
氷
の
鎧
を

　
着
て
迎
え
た
（
当
時
の
場
長
さ
ん
の
話
）
。
寒

　
さ
に
強
い
日
本
短
角
牛
の
特
性
を
発
揮
し
、
増

　
体
も
進
み
、
い
よ
い
よ
屠
殺
を
始
め
た
の
が
、

　
二
月
の
終
り
頃
か
ら
だ
っ
た
ろ
う
か
。
牛
を
飼

　
育
（
生
産
）
し
て
も
、
処
理
と
流
通
に
充
分
対
応

　
で
き
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
の
で
、
五
十
一
年

　
の
総
代
会
で
牛
の
飼
育
を
決
定
し
た
後
、
直
ち

　
に
ミ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
計
画
し
た
。
幸

　
い
好
条
件
が
揃
い
、
十
月
に
二
八
坪
の
小
さ
な

　
ミ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
が
、
約
五
、
〇
〇
〇

　
万
円
を
投
じ
て
建
設
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
牧

　
場
↓
仙
台
の
屠
場
（
売
買
参
権
を
取
得
）
↓
下

　
馬
生
協
ミ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
い
う
わ
け
で
、
流

表j C　短角牛の原価と販売額（下馬生協）

し
て
、
ヒ
レ
肉
だ
け
は
別
の
価
格
で
別
扱
い
を

す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
こ
に
当
時
の
原
価
計
算

が
あ
る
（
表
―
６
）
。

　
組
合
員
の
評
判
も
良
い
。
昔
な
が
ら
の
牛
肉

の
味
・
香
り
が
よ
い
・
牛
肉
ら
し
い
味
な
ど
と

喜
ば
れ
て
い
る
。
肉
質
も
よ
く
、
価
格
と
の
比

較
で
は
評
価
が
高
い
。

　
盛
岡
と
広
島
の
各
二
店
舗
で
、
五
九
人
の
消

費
者
を
対
象
に
、
短
角
牛
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ

ー
ト
を
と
っ
た
と
こ
ろ
、
味
に
つ
い
て
は
、
普

通
が
六
四
・
四
％
、
う
ま
い
三
〇
・
五
％
、
肉

の
か
た
さ
に
つ
い
て
は
、
普
通
六
四
・
四
％
、

柔
か
い
二
七
・
一
％
で
あ
っ
た
。

　
価
格
に
つ
い
て
は
、
一
〇
〇
ｇ
二
○
○
円
か

ら
四
〇
〇
円
で
売
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
下
馬

生
協
の
場
合
は
二
五
〇
円
と
、
挽
肉
二
〇
〇
円

で
あ
る
。
料
理
方
法
は
、
す
き
焼
用
と
し
て
供

給
し
て
い
る
が
、
焼
肉
も
美
味
し
い
。

　
六
〇
頭
く
ら
い
の
下
馬
生
協
飼
育
牛
だ
け
で

は
、
一
万
六
千
世
帯
の
牛
肉
の
需
要
を
満
た
す

こ
と
は
と
う
て
い
で
き
な
い
。
岩
手
、
宮
城
で

短
角
を
飼
育
し
て
い
る
農
家
は
沢
山
あ
り
、
市

場
を
通
さ
ず
売
り
た
い
農
家
も
あ
り
、
五
島
氏

を
通
し
て
産
直
を
始
め
た
。
枝
肉
一
キ
ロ
一
、

四
〇
〇
円
で
取
引
が
始
ま
っ
た
。
一
頭
平
均
二

七
〇
キ
ロ
前
後
で
、
四
○
万
円
程
度
で
買
う
こ

と
が
で
き
た
。
こ
う
し
て
一
〇
〇
ｇ
二
五
〇
円

の
日
本
短
角
は
、
下
馬
生
協
の
飼
育
や
産
直
に

よ
っ
て
す
っ
か
り
お
馴
染
み
に
な
っ
た
。

④
―
公
営
牧
場
か
ら
私
営
牧
場
へ

　
　
　
″
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
″

　
五
十
二
年
度
も
、
三
〇
頭
の
親
子
牛
を
同
じ

価
格
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
、
私
た
ち
の
事

業
は
順
調
に
成
果
を
あ
げ
得
た
よ
う
だ
っ
た

が
、
金
成
牧
場
か
ら
飼
育
委
託
を
こ
と
わ
ら
れ

た
。
冬
の
管
理
が
大
変
だ
と
い
う
理
由
だ
っ
た

が
、
本
当
の
理
由
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　
い
た
し
か
た
な
く
、
鳴
瀬
川
の
川
添
い
に
あ

る
個
人
の
農
家
所
有
の
山
林
を
切
開
い
て
、
牧

場
を
作
っ
た
。
称
し
て
五
島
牧
場
と
い
う
。
牛

の
管
理
を
土
地
所
有
農
家
の
内
海
氏
に
委
託
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
人
の
農
業
従
事
者
が
百

頭
の
牛
を
飼
う
こ
と
を
目
標
に
、
実
験
事
業
が

始
ま
っ
た
。
牧
場
と
は
名
の
み
、
小
高
い
丘
の

雑
木
林
を
切
開
き
、
く
い
だ
け
打
込
ん
だ
畜
舎

な
し
の
牧
場
で
あ
る
。
雨
が
降
っ
て
も
、
雪
が

降
っ
て
も
、
風
が
吹
い
て
も
、
牛
た
ち
は
雑
木

林
で
遊
び
、
夜
も
ね
む
る
。
最
初
の
越
冬
を
心

配
し
た
が
、
牛
た
ち
は
元
気
で
あ
っ
た
。
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
牧
場
で
、
牛
や
羊
が
雪
の
降

り
し
き
る
中
を
、
シ
ー
ト
を
肩
に
か
け
て
歩
い

て
い
た
光
景
を
思
い
だ
し
、
納
得
が
で
き
た
。

　
五
十
三
年
一
月
、
こ
の
牧
場
で
、
雪
の
上
に

子
牛
が
誕
生
し
た
。
名
づ
け
て
″
黒
ち
ゃ
ん
″
。

雌
牛
で
あ
る
。
短
角
の
血
二
五
％
、
黒
毛
和
種

め
血
七
五
％
の
一
代
雑
種
で
あ
る
が
、
自
然
に

弱
い
黒
毛
の
血
が
多
い
の
で
、
寒
さ
に
耐
え
る

こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
心
配
だ
っ
た
。
が
、

寒
い
日
は
か
い
ば
桶
の
中
で
寒
さ
を
凌
ぐ
と
い

40調査季報64―79.12

通
経
路
は
最
短
で
あ
る
。

　
せ
っ
か
く
の
飼
育
牛
を
ど
の
よ
う
に
分
配
し

て
食
べ
る
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
部
位
別
に
ブ

ロ
ッ
ク
で
供
給
す
る
こ
と
…
…
。
合
理
的
の
よ

う
だ
が
、
美
味
し
い
部
分
を
買
え
る
人
と
細
切

れ
し
か
買
え
な
い
人
が
で
き
て
、
不
平
等
で
あ

る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
　
　

　
一
頭
分
、
全
部
同
じ
価
格
で
買
え
る
方
法
…

…
。
部
位
を
だ
き
合
せ
て
合
せ
切
る
こ
と
。
少

々
問
題
は
あ
る
と
し
て
も
、
皆
が
平
等
に
食
べ

ら
れ
る
と
い
う
点
で
は
利
点
が
あ
る
う
え
、
価

格
ぎ
め
が
わ
か
り
易
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の

方
法
を
と
る
こ
と
に
し
た
。
作
業
を
単
純
に
す

る
こ
と
も
あ
っ
て
、
四
〇
〇
ｇ
一
、
〇
〇
〇
円

を
基
準
に
し
て
、
同
一
規
格
と
同
一
価
格
で
あ

る
。
挽
肉
が
少
々
出
る
の
は
や
む
を
得
な
い
と



う
利
口
ぶ
り
で
、
自
然
条
件
に
適
応
し
よ
う
と

す
る
短
角
の
性
格
が
発
揮
さ
れ
た
と
言
お
う

か
、
今
で
は
三
〇
〇
キ
ロ
以
上
の
大
人
に
な
っ

た
。
先
日
（
十
月
二
十
九
日
）
、
飯
舘
村
の
牧

場
を
訪
れ
た
時
は
、
農
家
の
委
託
の
黒
毛
和
種

と
区
別
が
つ
か
な
い
く
ら
い
で
、
元
気
に
遊
ん

で
い
た
。
近
日
に
結
婚
さ
せ
て
子
を
産
ま
せ
る

予
定
で
あ
る
。

　
実
験
事
業
と
し
て
始
め
た
牛
の
飼
育
も
、
五

十
三
年
度
は
冬
場
の
公
営
牧
場
の
委
託
先
に
困

り
、
農
家
の
協
力
を
得
て
、
本
格
的
に
農
家
の

農
業
経
営
と
し
て
の
牛
飼
い
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
飼
育
委
託
農
家
は
牛
飼
い
で
は
素
人
、
技

術
指
導
は
五
島
氏
が
行
っ
て
い
る
。
一
日
一
頭

一
〇
〇
円
の
手
間
賃
を
支
払
う
こ
と
に
し
て
い

る
。
今
で
は
、
牛
の
増
体
も
よ
く
、
内
海
さ
ん

も
す
っ
か
り
自
信
が
つ
い
た
よ
う
で
、
牛
も
よ

く
な
つ
い
て
い
る
。

　
五
十
三
年
度
は
委
託
先
が
不
安
定
な
た
め
、

素
牛
の
購
入
を
ひ
か
え
、
子
牛
三
頭
の
購
入
だ

け
で
終
っ
た
。

　
五
十
四
年
度
は
幸
か
不
幸
か
、
短
角
の
名
前

が
流
通
段
階
で
も
通
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
子

牛
の
価
格
が
高
騰
し
、
二
五
万
円
に
も
な
る
と

い
う
事
態
に
な
っ
た
。
こ
れ
で
は
子
牛
を
買
う

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
安
い
国
産
和
牛
を
食
べ

る
た
め
の
私
た
ち
の
活
動
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か

っ
た
。
自
然
発
生
的
な
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と

も
意
識
的
に
誰
か
が
仕
組
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
子
牛
の
価
格
を
吊
上
げ
る
仕
掛
人
は
い
う

た
い
誰
で
あ
ろ
う
か
。
こ
ん
な
こ
と
で
私
た
ち

の
運
動
は
挫
折
し
て
は
い
ら
れ
な
い
。

　
今
、
私
た
ち
が
考
え
て
い
る
こ
と
は
、
飼
育

牛
に
子
を
産
ま
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
何
頭
誕
生

す
る
か
ま
だ
予
測
が
つ
か
な
い
が
、
子
牛
が
生

ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
原
価
は
下
が
る
。
長
期

的
に
日
本
短
角
の
生
産
原
価
を
確
め
た
い
。

　
現
在
の
日
本
の
畜
産
の
現
状
は
、
輸
入
肉
と

の
競
争
下
に
お
か
れ
て
い
る
。
和
牛
の
国
内
飼

育
の
振
興
は
急
務
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
こ
の

よ
う
な
有
様
で
は
、
消
費
者
は
安
い
国
内
の
牛

を
食
べ
る
こ
と
は
難
し
く
、
輸
入
肉
に
依
存
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
生
産
者
も
目
の
先
の
利

益
だ
け
を
考
え
て
い
れ
ば
、
自
殺
行
為
に
な
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五
―
牛
肉
の
産
直
と
消
費

　
消
費
者
が
牛
飼
い
を
始
め
た
と
い
う
話
は
生

産
者
に
も
関
心
を
よ
び
、
秋
田
県
由
利
郡
矢
島

農
協
か
ら
黒
毛
和
種
の
提
携
の
話
が
も
ち
あ
が

っ
た
。

　
矢
島
町
は
平
安
時
代
に
鳥
海
山
の
修
業
者
が

開
い
た
と
い
う
所
で
、
広
大
な
鳥
海
山
の
山
麓

で
、
豊
富
な
草
原
を
生
か
し
乳
脂
肪
の
高
い
ジ

ア
ジ
ー
酪
農
を
誇
り
黒
毛
和
種
の
子
牛
の
生
産

地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　
下
馬
生
協
の
組
合
員
の
食
べ
る
牛
肉
は
、
矢

島
農
協
に
お
ま
か
せ
く
だ
さ
い
と
い
う
話
に
な

っ
て
、
矢
島
農
協
と
、
黒
毛
和
種
の
牛
肉
を
産

直
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
黒
毛
和
種
は
和
牛
の

中
で
は
最
高
の
品
種
で
、
矢
島
で
は
二
〇
〇
キ

ロ
く
ら
い
の
子
牛
に
育
て
て
出
荷
し
て
い
る

が
、
中
に
は
肥
育
し
て
い
る
農
家
も
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
高
級
牛
で
は
な
く
、
で
き
る
だ
け

生
産
費
を
抑
え
て
肥
育
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
し
た
。
枝
肉
一
、
七
〇
〇
円
で
採
算
の
と
れ

る
よ
う
、
価
格
契
約
を
結
び
、
五
十
三
年
度
、

五
〇
頭
の
取
引
が
で
き
た
。
農
協
側
も
馴
れ
な

い
事
業
で
苦
労
が
多
い
よ
う
で
あ
る
が
、
買
手

が
定
ま
り
価
格
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
は
。
農

家
に
と
っ
て
も
利
点
で
あ
る
と
の
考
え
で
協
力

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
秋
田
で
屠
殺
し
、
枝
は
ず
し
を
し
て
チ
ル
ド

に
加
工
し
、
下
馬
生
協
の
ミ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に

直
行
す
る
。
組
合
員
は
黒
毛
和
種
の
本
物
に
は

な
か
な
か
あ
り
つ
け
な
い
が
、
産
直
の
お
か
げ

で
、
月
に
一
度
は
必
ず
食
卓
に
の
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。
し
か
も
一
〇
〇
ｇ
三
三
〇
円
と
い
う

安
い
価
格
で
あ
る
。

　
五
十
四
年
度
も
引
続
き
五
十
頭
の
契
約
を
結

ん
だ
。
枝
肉
の
価
格
は
一
、
八
五
〇
円
と
な
っ

た
。
給
供
価
格
は
、
三
五
〇
円
に
変
更
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
た
。

　
子
牛
の
価
格
の
高
騰
は
、
せ
っ
か
く
下
馬
生

協
と
提
携
を
始
め
、
安
定
生
産
を
目
指
し
た
矢

島
に
も
影
響
が
な
い
わ
け
が
な
い
。
一
般
消
費

者
が
お
か
ず
と
し
て
食
べ
ら
れ
る
価
格
の
和
牛

つ
く
り
を
と
思
い
始
め
た
生
産
者
と
消
費
者
の

努
力
も
、
い
ろ
い
ろ
と
妨
害
が
は
い
る
。
両
者

が
相
互
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
意
思
統
一
を
し

て
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
幸
い
矢
島
農
協
と
は
、
自
主
流
通
米
の
サ
サ

ニ
シ
キ
を
産
地
指
定
で
取
扱
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
牛
肉
だ
け
で
は
な
く
、
総
合

的
な
生
産
者
と
消
費
者
を
結
ぶ
提
携
は
、
必
ず

困
難
を
克
服
で
き
る
と
確
信
を
も
つ
次
第
で
あ

る
。

　
こ
の
和
牛
を
安
く
食
べ
る
活
動
に
対
し
農
林

水
産
省
が
理
解
を
示
し
、
補
助
金
が
出
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
を
つ
け
加
え
、
下
馬
生
協
が
行

っ
て
い
る
日
本
短
角
の
飼
育
、
産
直
、
秋
田
矢

島
農
協
と
の
黒
毛
和
種
の
契
約
飼
育
が
、
国
内

産
和
牛
の
畜
産
振
興
消
費
拡
大
に
役
立
つ
こ
と

を
念
じ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
〈
下
馬
生
活
協
同
組
合
専
務
理
事
〉
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